
『南区と伊勢湾台風』（369）   名古屋市南区区政部地域力推進室 2020 年 

南区役所が小学校 4 年生向けに作成したパンフレット。ポイントを押さえてわかりやす

くまとめられています。数少ない子ども向け資料として貴重です。 

『伊勢湾台風（むかしのくらし読本 6）』（3693） 

四日市市立博物館／編集 四日市市立博物館 2020 年 

四日市での伊勢湾台風の被害状況、体験談などがまとめられています。 

『伊勢湾台風から 60 年迫りくる!スーパー伊勢湾台風に備えるために特別シン

ポジウムの記録』（3693）    名古屋大学減災連携研究センター 2020 年 

昨年度企画・開催されたクラウドファンディング「迫りくる！スーパー伊勢湾台風に備

えるために」。その事業のうち、３回の特別シンポジウムの講演・討議をまとめたもの。 

１月３１日から５週連続で講座が行われました。先号に引き続き、第３～５回目の内容

をお伝えします。また、配布資料は資料室資料として保存します。 

第 3回（2月 14日） 

区内に残る伊勢湾台風の痕跡をたどって     講師：南歴遊マイスター 

南歴遊マイスターの方々に解説していただきながら現地をま

わりました。母子像→友情の碑→せせらぎ水道→愛と力の筏

像→大江川緑地→くつ塚 

現在の町の様子からは想像がつきませんが、60 年前に思いを

馳せながら慰霊碑などをまわっていると、被害にあわれた

方々、そして慰霊碑を建てた方々の思い、様々なものを感じ

ました。後世に残していくことの大切さ、残すだけでなく防災に活かしていくことの大

切さも改めて認識しました。 

第 4回（２月 21日） 

【公開講座】伊勢湾台風後に行われた対策と意識の変容 

講師：名古屋大学名誉教授 辻元哲郎 

災害復旧や復興に関わるお話から始まり、2005 年にアメリカに来襲したハリケーン時



の避難のことなどを、日本との違いを交えてお話いただきまし

た。アメリカは事前避難が可能な仕組みがあり、日本はそれが

できないとのこと。当たり前のことですが、大きな違いに驚か

されました。また、近年多発している豪雨被害についてのお話

もあり、今後の防災については新しい視点も必要であると指摘

がありました。 

第 5回（2月 28日） 

伊勢湾台風の教訓を未来へ  講師：南区役所総務課防災担当主査 

地域の防災対策の推進に取り組んでいる立場から、南区、そして名古屋市の防災の仕組

みについてお話いただきました。 

2000 年９月 11 日夕方から 12 日明け方にかけて発生した「東海豪雨」。この２日間

の降雨量は愛知県の年間総雨量の約 3 分の 1 である 567ｍｍを記録し、名古屋市及び

周辺地域の広範囲にわたり内水水害が発生しました。今年は東海豪雨から２０年。それ

に関連し、名古屋市図書館の以下の館で資料展示が行われます。 

名古屋市図書館ＨＰ：http://www.library.city.nagoya.jp/ 

館名 展示期間 展示名 

南 ８月 2１日～9 月 17 日 東海豪雨から２０年（図書展示） 

楠 ９月 1 日～9 月 27 日 東海豪雨２０年 

（パネル展示（～17 日）図書展示（～２７日）） 

天白 ９月 4 日～9 月１7 日 東海豪雨展（パネル展示等） 

山田 ９月 26 日～9 月 30 日 東海豪雨展（写真及び資料展示） 

その他、様々な関連サイトがあります。 

〇企画展「東海豪雨から２０年」開催中、～１２／６（日）（名古屋市港防災センター） 

https://www.minato-bousai.jp/img/2020/tokaigouu20.jpg 

災害の概要、復旧活動、現在の名古屋市の風水害対策を被災写真とともに紹介。 

○「東海豪雨について」（名古屋市ホームページ） 

名古屋市の公式記録集「東海豪雨水害に関する記録」（平成 13 年 3 月 30 日発行）や

浸水実績図がダウンロードできる。 

http://www.city.nagoya.jp/bosaikikikanri/page/0000127712.html 

○「東海豪雨２０年」特設サイト（国土交通省中部地方整備局庄内川河川事務所） 

https://www.cbr.mlit.go.jp/shonai/tokai_gou_20yrs/ 

東海豪雨の基本情報、新川・庄内川等の被災写真、各地での行事・展示などを紹介。 

南図書館では、伊勢湾台風に関する資料を常時収集しています。ご寄贈いただける資料

がございましたら、ご一報ください。関連展示、講演会などの情報もお待ちしています。 


